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鷲
回
黒
礎
欝
甲
究
　
　
戴
鷺
瓢
冨
得
九
黒
丁
六
號

彙

報

、
宗
敏
研
究
會

一、

｡
開
講
釣
船
六
月
費
麟
属
（
土
）
午
後
醜
購
寒
穴
隅
趣
織
陳
列
雛

　
「
擁
勲
に
於
け
る
轡
建
の
譲
理
」
　
窟
大
助
歎
授
長
尾
雅
入

　
「
勲
触
腿
U
勲
旧
説
畿
目
倫
理
の
立
場
」
　
　
二
大
鍛
　
授
　
島
阻
　
韓
N
一
郎

「
、
　
爪
訟
開
灘
嚇
演
・
曾
　
　
｛
ハ
携
月
費
十
｝
目
（
火
）
’
苧
前
九
こ
口
　
雨
猷
み
八
撫
酬
書
館
陳
列
霊

羅
自
訴
嚢
　
購
疑
獄
ジ
ョ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
噂

一、

V
一
報
皆
目
七
刃
就
爲
（
水
｝
午
後
五
時
溝
風
蕪

　
「
察
教
と
三
三
の
三
二
す
る
三
部
．
顧
し
濾
丁
数
授
棚
瀬
藥
爾

一
．
研
究
報
告
會
　
九
”
十
四
臼
（
木
）
午
後
五
時
　
溝
　
　
　
風
　
・
　
荘

　
「
搬
魯
麟
三
三
と
諸
教
蝸
賞
回
し
　
　
龍
大
内
凱
　
星
　
野
　
元
難

　
こ
の
引
数
研
究
禽
は
次
の
ご
と
き
趣
旨
の
下
に
昨
秋
十
山
邦
書
足
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

灘
ち
現
代
、
寮
験
に
蜀
や
．
る
磁
心
は
次
滞
に
強
ま
り
つ
》
あ
る
に
か
》
は

ら
ず
、
わ
れ
ノ
＼
の
多
く
、
は
貞
身
が
、
富
繁
僧
を
求
め
て
み
る
の
か
、
今
、

己
の
心
に
働
い
て
み
る
作
翔
が
偏
で
あ
る
か
を
傭
ら
寮
、
い
。
琉
述
鮎
や
邪
奮

が
人
々
を
勢
と
し
、
或
は
宗
獣
的
な
管
下
を
毒
っ
て
、
反
議
題
活
動
に
嶽

身
し
た
り
÷
る
こ
と
｝
な
る
の
も
藁
…
く
そ
の
鶴
｝
で
あ
る
。
濠
…
稽
と
輪
禦
塒
訊
の

宗
教
、
宏
殺
そ
の
も
の
嚢
展
の
譜
段
隣
、
宗
数
に
於
け
る
本
賞
的
な
も
の

と
偶
然
的
な
も
の
と
の
奮
発
が
樋
然
と
し
な
い
と
、
麟
成
宗
敬
2
つ
の

鮫
蹴
酬
が
鱒
川
摘
さ
丸
－
た
だ
け
で
．
山
戯
ち
に
癖
不
潜
駆
の
・
不
質
が
｝
馬
鞭
篤
さ
あ
酔
た
り
h

迷
信
や
鷹
麗
小
努
欲
と
登
蓮
し
た
宗
敷
と
が
混
籍
せ
ら
れ
て
し
ま
ふ
、
こ
の

ダ

六
〇

搬
な
朕
縷
で
は
、
托
と
へ
悪
歯
茎
嚇
献
育
に
ψ
ぷ
垂
心
の
一
樋
養
が
翼
求
認
・
㌦
れ
て
る

て
も
、
　
教
賓
灘
嗣
霜
ら
が
、
　
何
を
歌
育
す
べ
き
か
を
し
る
こ
と
が
嵩
搬
な

い
。
そ
れ
は
將
來
に
重
大
な
胴
ひ
を
惹
姦
趨
憲
ざ
る
ぎ
～
な
い
で
あ
ら
う
頑

　
裳
た
祉
’
曾
的
に
み
て
も
今
臼
、
宗
歌
心
の
混
臨
敵
甚
｛
し
い
が
多
く
の

人
々
は
こ
の
蹴
賞
を
齋
過
し
て
み
る
。
灘
し
い
嵐
宙
激
鷲
愈
を
建
設
ず
る

重
め
…
ト
も
わ
れ
ノ
＼
ぱ
、
現
代
駄
會
の
宗
歌
酌
塞
難
が
如
．
例
に
．
久
如
値
な

る
右
翼
に
．
傾
斜
し
つ
㌻
あ
る
か
な
瀞
推
す
る
こ
と
が
楚
藩
典
必
要
で
あ
る
。

　
こ
》
に
於
て
強
歎
の
醗
梶
に
務
る
僧
は
、
宗
敷
心
と
乏
の
現
象
の
簑
態

を
探
り
、
そ
劇
の
本
質
、
そ
れ
の
日
動
の
熱
則
を
き
わ
め
、
賦
し
い
力
向

に
そ
の
カ
を
覇
敷
墜
ず
べ
く
奴
脚
荊
刀
ナ
る
こ
と
を
今
疑
特
に
そ
の
任
務
と
す
べ

き
竃
ら
う
。
術
も
そ
の
憾
め
に
は
、
二
連
・
宗
漫
を
超
越
し
た
宗
数
學

蓬
蓬
の
為
｛
く
自
肉
の
立
場
よ
り
す
る
典
問
併
記
が
憂
舞
と
も
必
駆
ハ
で
あ
る
。

　
ζ
の
黙
に
か
ん
が
み
わ
れ
ノ
＼
は
近
畿
地
髄
の
墨
跡
手
払
の
協
力
の
下

に
宗
皇
典
阿
掛
究
の
機
翻
を
設
立
し
よ
う
と
企
澗
し
丸
。
か
ぐ
て
宗
幽
．

衆
論
に
開
係
の
な
い
二
二
主
監
の
宗
敏
學
を
Φ
心
と
し
て
一
三
赫
労

絞
、
人
文
糾
撃
班
三
舞
暦
書
志
敢
大
望
、
罷
谷
火
學
、
大
谷
大
學
、
荘
幽

よ入

n
醸
ザ
の
拗
助
力
の
下
・
に
本
点
属
敏
硲
卿
馬
晦
u
の
登
足
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
密
皆
に
浩
う
て
、
津
々
の
典
㈹
磁
究
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
活
動

と
し
て
数
の
こ
と
を
評
翻
し
て
み
る
。

　
小
W
　
預
目
代
日
H
本
州
譜
川
小
解
櫛
糖
の
㍑
門
梶

　
麟
　
強
弾
學
欝
究
礫
誌
の
爽
艀

　
働
學
絞
に
於
け
る
敏
育
下
灘
の
．
爲
め
の
宗
室
瀦
係
賛
料
の
提
供
．
瀦

　
　
宗
敏
の
碧
し
い
解
講

　
④
　
學
欝
及
び
講
混
欝
の
閤
催



193

三
年
嶽
（
英
文
）
に
よ
っ
て
、
内
外
の
開
係
諸
縫
關
及
び
一
華
會
と

　
　
の
塾
紬

　
な
峰
最
勧
に
潟
げ
た
諸
會
合
は
今
春
以
來
の
塞
爵
“
の
添
弾
の
一
都
で
あ

る
が
、
除
・
年
険
に
於
て
は
虎
記
の
掘
黛
曾
脅
が
機
ざ
れ
た
。

一、

ﾗ
講
肇
欝
記
念
蒋
鴛
慰
呈
）
葦
蒙
八
戸

「
三
白
と
絡
乗
」
　
　
　
　
　
　
京
大
数
殺

「
新
し
い
段
界
の
佛
敏
的
構
想
砿
　
　
花
大
弓
三

一
、
研
究
報
轡
愈
　
十
は
月
背
艮
（
彗
～
）
争
後
二
時

「
宗
鰍
と
融
會
紘
　
　
　
　
　
　
富
穴
三
訂

一
、
　
口
置
鮒
剛
糖
構
嬬
偶
命
M
　
　
一
鞘
μ
伸
コ
八
円
門
（
土
）
華
∴
轡
門
一
胱
2
翠

「
宗
円
の
塞
響
（
」
　
　

，
　
京
大
助
敏
蟹

武文筑濾久有
内冠註松賀
　嬉　風　鐵
義叢一眞太
範室雄燕一鶴

　
二
本
會
憂
足
以
荊
の
昨
春
瞬
角
よ
り
繭
記
諸
ギ
大
畢
研
麗
者
十
三
名
脳
力

の
下
に
「
世
鼻
喪
化
綱
造
と
宗
敏
」
な
る
共
隔
験
究
が
な
さ
れ
つ
》
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
部
）

報

臼
本
四
三
三
三
三
員
候
補
者

、
推
薦
の
件

　
貸
門
本
猟
か
術
（
響
懸
磁
の
餓
謝
嵩
…
関
燐
樋
慧
灘
幅
鶴
Ψ
が
↓
T
…
月
十
口
曜
か
ら
十
鵜
謄
月

十
縫
ま
で
あ
問
に
行
は
れ
ま
す
が
、
本
禽
ほ
委
鼓
會
の
議
に
よ
り
全

購
槻
候
補
者
と
し
て
三
韓
矯
員
家
大
丈
残
部
岡
目
矢
引
部
蓬
郡
瑠

を
適
径
≧
認
め
て
推
薦
致
し
震
す
か
ら
振
っ
て
御
投
鍍
下
さ
い
。
地

方
の
宥
一
一
鍛
は
全
一
の
鵬
分
の
一
を
占
め
る
の
に
、
全
野
概
の
鴬

瀧
｝
者
鋤
酬
は
億
か
瓢
（
匙
昌
ハ
の
六
分
，
の
一
（
現
禽
員
、
画
名
）
に
勲
ぎ
癒
い

と
い
ふ
こ
と
は
、
地
方
人
で
な
く
と
も
モ
の
不
均
一
に
驚
か
ざ
る
を

え
な
い
で
せ
う
。
そ
の
允
め
種
々
の
不
懐
が
趨
り
憲
す
。
こ
れ
は
一

つ
に
ぼ
地
・
万
か
ら
徽
川
選
見
込
み
の
な
い
候
補
者
が
臨
立
謎
爵
る
離
｝
単
一
で

奪
。
矢
田
澱
即
鴬
隠
は
露
胡
大
点
鼠
穫
τ
鯉
W
や
甲
慰
畿
の
濟
…
大
鑑
’
か
ら
も
公
認
さ
五
γ

て
る
る
の
で
、
藩
し
本
暫
研
閣
窮
椛
漕
の
一
致
し
た
御
後
援
が
あ
れ

擢
恐
ら
く
需
選
可
能
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
鴛
學
膏
衰
と
し
て

ば
か
り
で
な
く
、
地
方
代
塞
と
い
ふ
意
瞭
を
含
め
、
史
學
丈
學
の
御

繍
友
を
も
轡
鋤
誘
の
翫
跨
君
に
櫛
投
票
下
さ
ら
ば
塗
憩
で
す
。

　
昭
勲
識
十
菰
年
十
耳

禽
　
員
各
　
位

京
都
哲
學
會
委
員
　
同

轟
2


